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日本の地盤 連載

愛知県の地盤
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1. まえがき

愛知県は日本列島のほぽ中央部に位置し，県西部から

南部には濃尾平野が，東部には標高 500~1000mの三河

高原が広がっている。

愛知県南東部には日本第一級の断層である中央構造線

が通る。この構造線を挟み，両側は対照的な地質分布を

示している。

ここでは，愛知県の地盤の概要を捕えるという観点に

より，各地質時代ごとの地質分布，各地層の工学的性質

を述べ，愛知県で発生した地盤災害，建築基礎や土木構

造物と地盤の関係について述べる。

2. 地形・地質概要

2.1 地形概要

図1に愛知県の地形区分図を示し，主な地形項目につ

いて概要を述べる。

(1) 平野

愛知県内の主要な平野は，愛知県西部の濃尾平野，愛

知県東部の岡崎平野および豊橋平野である。

濃尾平野は，木曽川，長良川，揖斐川の木曽三川およ

び庄内川によって

形成された広大な

平野である。濃尾

平野の東縁は尾張

丘陵によって限ら

れ，西緑は木曽JII

を隔てて三重県・

岐阜県の平野部へ

と続き，養老山地

によって限られ

る。濃尾平野は，

中新世末期～鮮新世初期からの猥尾傾動地塊運動によっ

て西に傾きながら形成され，図 2に示すように西側で洪

積層・沖積層が厚く堆積し，また，木曽三川は西側に偏

って流下している％
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名古屋市東部丘陵地から瀬戸市に分布するものは瀬戸層

群と呼ばれる。瀬戸層群下部には瀬戸物の原料となる粘

土（蛙目粘土・木節粘土）や石英砂（珪砂）が含まれる。

第四紀に堆積した地層のうち，更新世初め～中期に堆

積した地層は丘陵地や高位段丘を形成し，更新世後期に

堆積した地層は中位～低位段丘を形成する。これらの地

層は濃尾平野等の平野部では，沖積層の下に埋没する。

第四紀完新統は，沖積平野を形成する。濃尾平野の沖積

層は南陽層と呼ばれ，名古屋港付近では層厚約40mに

及ぶ。

3. 各地層の工学的性質

濃尾平野地区を中心に，各層の土質試験値を表2にま

とめて示す。

沖積層の南陽層上部砂層は，含水比 Wnが30％程度，内

部摩擦角¢は 30゚ 以下を示し，全体として緩い。また本層

は粘土混り砂に分類されることが多いが，均等係数の小

さい砂が卓越し，地震時には液状化の危険性が高い。透

水係数Kは，10-'~10-2cm/ secと分布範囲が広く，細粒

分が不均質に混入していると推定される。

下部粘性土層の含水比妬は，その値の範囲が広く，腐
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植物の混入するものは 100％を越える場合がある。本層

の平均一軸圧縮強度qufま0.5kgf/cm'程度以下と軟弱

で，圧縮指数CCが1.0以上と高く，圧密を生じやすい粘

土の特徴を示す。洪積層の鳥居松礫層や大曽根層の礫層

の含水比 Wnは20％以下であり，透水低数Kは10-'cm/

sec程度を示す。熱田層の上部砂層にはしばしば軽石を

含有し，単位体積重量％も l.lgf/c面程度の低い値を

示すことがある。また，本層は砂層であっても，内部摩

擦角 ef,=20゚ 程度の他に，粘着力 c=0.5kgf/cm'以下程

度を有している。熱田層の下部粘土層は含水比 Wnが

50％前後の値を示し，沖積層に比べてばらつきが少なく，

比較的均質な土性を示している。一軸圧縮強度quは1.0

kgf/cm'以上と沖積層より 1オーダ程度高く，分布深度

が深いほど一軸圧縮強度が大きくなる傾向がある。圧縮

指数ccは0.5~1.lと比較的低く，しかも過圧密状態と
なっている。海部・弥富累層は砂礫層と粘土層との互層

よりなるため，透水係数やせん断定数にばらつきも大き

い。八事・唐山層は比較的粘土分を多く含有した締った

砂礫層であり，せん断強度も大きい。

第三紀層のデータは少ないが，粘土層の含水比 Wnは洪

積層より低く 30％程度のほぽ一定の値を示す。一軸圧縮
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強度 quはおおむね2kgf/cm2以上の高い値を示し，半

固結状であ、る。

濃尾平野の主要帯水層は，表 1 の第一•第二•第三礫

層であり，それぞれ第一•第二•第三帯水層と呼ばれて
いる。このうち最もよく利用されているのは第二帯水層

で，層厚は 15~30mで地下100m付近に分布し，透水係

数Kは10一’~10-2cm/secである。

4. 地盤災害

4.1 斜面崩壊と地すべり

愛知県の斜面崩壊は主に花岡岩分布地域に認められ，

地すべりは領家帯の変成岩，三波川帯の結晶片岩等に認

められる。愛知県の地すべり地の数は全国的に見れば少

ない。

斜面崩壊の例として，愛知県東部の花商岩分布地域に

1991年第2号

発生した崩壊を紹介する丸

昭和47年7月に東海地方を襲った豪雨（最大時間雨量

70mm,日雨量250mm)に伴い，三河地方の領家帯の花

岡岩分布地域に 300箇所以上の崩壊が発生し， 70余名の

死者・行方不明者を出した。この地域には粗粒黒雲母花

尚岩，粗粒角閃石黒雲母花巌閃緑岩，中粒黒雲母角閃石

花尚閃緑岩等が分布しているが，粗粒黒雲母花岡岩分布

地域における崩壊の発生頻度が高かった。これは，粗粒

黒雲母花岡岩は化学的風化よりも機械的風化が進行し，

砂状粒子に分解され，地表水が浸透しやすく表面滑落型

の崩壊が発生しやすかったためと考えられる。

愛知県の地すべり指定地（建設省および農林省による

告示）を図5に示す。これらの地すべり地は表3に示す

ように，領家帯の変成岩，三波川帯の結晶片岩，新第三

紀の堆積岩等の層状構造の発達した地層に特徴的に認め

られる。

これらの地すべり地では，主に水抜工等の対策工が施

エされている。

4.2 地震災害4)

県下の被害地震は，有史以来74回発生している。この

＇うち震度 VI程度以上の地震は 8回ある。以下に明治以降

＇の主な地震について述べる。

(1) 濃尾地震 (1891年 10月28日， M=8.l)

震央は岐阜県大野郡根尾村付近である。地震に伴い北

西ー南東方向の長さ 80kmに及ぶ根尾谷地震断層が現

lれた。断層は最大落差6m,水平変位8mであった。こ

の断層から分岐した岐阜ー名古屋線，北方一万場線，穂

積ー木曽川河口線等の南北系断層が推定されている（図

6)。県下の被害は上記の変動

線に沿う地域に多く，液状化

現象が濃尾平野各地に見られ

た。

(2) 東南海地震(1944年

12月7日， M=8.0)

震央は三重県志摩半島沖で

ある。地盤の沈降が愛知県の

臨海部で見られ，その最大量

は100cmに達した。特に矢

作川下流南部，名古屋南部や

海部郡などの沖積低地や埋立

地に被害が集中した。これら

の地域では軟弱層が厚く堆積

し，地盤の液状化も発生した。

(3) 三河地震(1945年1

月13日， M=7.l)

三河湾を震源域とし，湾北

部の内陸部に横須賀および形

原断層と呼ばれる地震断層が
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現われた。断層の発生に伴い陸上および海底にも地殻変

動を生じ，津波が発生した。断層は最大落差2mの逆断

層である。被害は震源地に近い播豆郡の断層付近に集中

し，碧海・宝飯郡に及び，名古屋市南部にも家屋倒壊，

液状化が見られた。

4.3 地盤沈下および水災害

濃尾平野南部では，昭和30年頃から地下水揚水量が著

しく増加し，地下水位が低下した。このため，沖積下部

粘土層の圧密が促進され，広域地盤沈下が発生したS),6)0

昭和35年頃までの揚水量は85万m’／日以下，沈下量

は年平均1~2cmにすぎなかったが，昭和48年には揚

水量380万吋／日，沈下量最大23.5cm／年に至った。

昭和36年～平成元年まで28年間の累積沈下lm以上

の地域は，木曽三川の河口域（累積沈下量160cm)，日光

川中下流域（累積沈下量140cm)である（図7)。昭和49

年以後は，揚水規制等の沈下対策が進み沈下は沈静化し，

平成元年には年間1cm程度となった冗

西三河地域の矢作古川下流地域では，昭和50~63年の

13年間に最大24cmの沈下を生じている。沈下原因は，

深度10~25mに分布する沖積粘土層の圧密によると考

えられるが，地下水位の明瞭な低下が認められないため，

現在，沈下原因の究明が行われている。

濃尾平野南部は，海抜Om地帯であり，伊勢湾台風

(1959)時には，わが国最高記録のT.P.+3.89mの潮位

を示し，海抜Om地帯では3ヶ月以上湛水した所もあっ
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た。

4.4 その他の災害（亜炭・みがき砂の採掘跡の沈下）

新第三紀鮮新世の東海層群には，亜炭や火山灰の薄層

が狭在される。この亜炭や火山灰（みがき砂として利用）

は，江戸時代から昭和40年代初めにかけて採掘され，そ

の掘削跡が古洞（地下空洞）として残っている。愛知県

内の亜炭採掘に伴う古洞の分布図を図8に示す8)。

亜炭やみがき砂の採掘は「たぬき掘り」といわれる手

掘りで，一般的には切羽幅3~3.5m,残柱の大きさ 3

~3.5mのものが多い。

古洞の分布地域では，地盤の陥没事故が多数報告され

ている。春日井市高蔵寺，長久手町，日進町，豊田市貞

宝町などでは，土地造成の際に古洞が発見され，調査，

充填が行われている。

5. 建築基礎や土木構造物と地盤

5.1 構造物基礎

構造物基礎について名古屋市を例として述べる。

名古屋市の東部は丘陵地であり，洪積層が直接地表に

分布する 9)。西部は沖積層が厚く，名古屋港付近ではTP

-40mに達する。

東部丘陵地には，直接基礎が多いが，高層建築物では

耐震性を考慮し杭基礎が採用されている例もある。名古

屋市西部の高層建築物は洪積層を支持層とする杭基礎等

を一般に採用している。

市内中央部には洪積層の熱田層が比較的浅く分布す

る。高層建築物の多くは熱田層を支持層とし，直接基礎

や杭基礎を採用している。

5.2 トンネルおよび大深度掘削

山岳トンネルとしては，県東部の山地部に道路トンネ

ルが多く建設されているが，長大なものはない。
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